
豊かな美しい三重の海づくり調査特別委員
会

⚫ １．藻場、干潟・浅場の現状
⚫ ２．藻場の減少要因と対策
⚫ ３．干潟・浅場の減少要因と対策

三重県農林水産部水産基盤整備課

三重県沿岸海域における
漁場づくりについて
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面

積

(ha)

三重外海域 藻場の面積

H21,22年 4,943ha → R3,4年 955ha

（11年間で約５分の１に減少）

H8年 1,375ha → R2年 1,319ha

（近年は大きな増減なし）

※ 高度経済成長期の前後で約２分の１に減少

面

積

(ha)

伊勢湾 干潟の面積

伊勢湾

熊野灘

三重県の主な海域

伊勢湾（干潟・浅場）

鳥羽志摩（藻場）

熊野灘（藻場）

※ 鳥羽志摩 ＋ 熊野灘

＝ 三重外海域

藻場 浅場

藻場
干潟・浅場

三
重
外
海
域

鳥羽志摩

藻場、干潟・浅場の現状

干潟・浅場

アサリ、ハマグリ、魚類等、水産資源

の生息場、産卵場、稚魚などの成育場

藻場

アワビ、サザエ、イセエビ等、水産資源

の生息場、産卵場、稚魚などの成育場

海藻の幼体 干潟
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藻場の減少要因

• 黒潮大蛇行（2017年８月～）に伴う反流による沿岸域の高水温化での枯死

• 魚（アイゴやブダイ）による食害

• 他にも、ウニ（ガンガゼ）による食害や栄養塩類の低下など、複合的な要因が考えられる

黒潮の大蛇行流路

黒潮の大蛇行（表面水温）
志摩市浜島の水温（１年平均）

藻場の減少要因

黒潮大蛇行期間

志摩市浜島の水温（１日平均）

浜島の水温（直近100年）

100年間で1.1℃上昇

黒潮大蛇行(2017年)以降

上昇顕著

浜島の水温（直近約20年）

黒潮大蛇行(2017年)以降
高水温傾向

2016年以前と2019年以降で

最高水温 ＋1.6℃
最低水温 ＋2.6℃

※ 冬の水温上昇 影響大

黒潮大蛇行と沿岸域の高水温化
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魚による食害に対する海藻保護試験（2022年10月 ２週間）

魚による海藻の食害

２週間後

魚による海藻の食害

２週間後、ネットで保護した海藻は生残

（ネット無し 魚による食害で海藻は消失）

→ 冬の水温が高く、周年にわたり食害発生

ネットで保護ネット無し ネットで保護ネット無し

カメラ

カメラ画像

海藻を食べる魚

アイゴ ブダイ アイゴのフライ

給食での提供例（答志）

利活用

海藻を食べる魚

（実は美味しい魚）

→ 利活用の動き

徐々に進行
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〇 藻場造成

「三重県外海域藻場ビジョン」に基づいて、藻礁（コ

ンクリート製ブロック）の設置による藻場造成を実施

計画 年度 工区 実施面積

第１期 H8‐H23 10工区 藻場 16.65 ha

第２期 H24 - R3 11工区 藻場 17.55 ha

第３期
（途中）

R4 – R6 6工区 藻場 3.92 ha

合計 藻場 38.12 ha

(実績)

（数年後）（直後）

藻礁の設置

・R4 - R13年度

三重外海域（16工区）において藻場造成（計画26ha）

※ 藻礁の設置後はモニタリング調査を実施

※ 必要に応じて母藻投入、種苗移植、浮泥除去等を実施

〇 三重大学との連携

海藻の成育状況の把握、藻場の減少要因とその対策

の検討推進

〇 魚類による食害対策

海藻をカゴやネット(網)で保護する手法の活用促進

志摩市

繁茂

衰退

• 志摩半島沿岸における藻場の

モニタリング調査

• 高水温耐性を持つ海藻の探索、

南方系海藻の活用の検討

箱型ネット（小型） 仕切網（大型）

ネット外の海藻幼体核藻場（種の供給源）の整備

藻場の再生・保全の取組
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アサリ 主な減少要因と対策

・生息場 干潟・浅場の減少 → 干潟・浅場の造成

・強波浪 流失・打ち上げ → 砕石の活用によるアサリの保護

・貧酸素水塊 発生面積拡大 → 伊勢湾の水質改善（３部連携）

・集中豪雨等 河口域淡水化 → 稚貝移植（漁業者）

干潟・浅場の減少要因

• 高度経済成長期以降の沿岸域の埋立

アサリの漁獲量（三重県）

漁獲量の
激減

干潟・浅場の減少要因（アサリの減少要因・対策）
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〇 砕石の活用によるアサリの保護

砂に比べて波浪に対して安定

し、アサリの流出を抑える効

果のある砕石を干潟・浅場造

成に活用

〇 造成干潟の機能向上に向けた試験

四日市市の人工干潟で、アサリの天然採苗および人

工種苗放流試験を実施 → 定着促進の検討を継続

〇 干潟・浅場の造成

「伊勢・三河湾海域干潟ビジョン」に基づいて、干潟・

浅場の造成を実施

計画 年度 工区 実施面積

第１期 H16 - H23 松阪市 干潟・浅場 17.90 ha

第２期 H24 - R3 四日市市 干潟 3.13 ha

第３期
（途中）

R4 – R6 四日市市・津市・松阪市 浅場 1.30 ha

合計 干潟・浅場 22.33 ha

(実績)

干潟造成（土砂投入）

実施場所

・R4 - R13年度

四日市市・津市・松阪市において浅場造成（計画12ha）

天然採苗試験

アサリの着底を確認

30㎝×60㎝
目合3㎜

砂利

モクズガニ

クロダイ

人工種苗放流試験

アサリ種苗を緑色に着色して放流 生物による食害を確認

干潟・浅場の再生・保全の取組
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〇 干潟等の保全

・令和７年度は４市町（４組織）が活動

・耕うん、生物移殖、浮遊・堆積物の除去（漂着ゴミ

や流木の除去）、流域における植林、モニタリング

〇 概要

漁業者が中心の地域の活動組織が実施主体

藻場、干潟・浅場などの保全活動を実施

（活動費 国（70％）県と市・町（15％ずつ））

〇 藻場の保全

・令和７年度は７市町（25組織）が活動

・母藻の設置、海藻の種苗投入、食害生物（ウニ類・

魚類）の駆除、モニタリング

母藻の設置 ウニ類の駆除 魚類の駆除

耕うん 生物移殖 浮遊・堆積物の除去

（桑名市:１組織）

（鈴鹿市:１組織）

干潟の保全
４市町（４組織）

藻場の保全
７市町（25組織）

（鳥羽市:５組織）

（志摩市:２組織）

（南伊勢町:７組織）

（紀北町:５組織）

（尾鷲市:４組織）

（熊野市:１組織）

（明和町:１組織）

（大紀町:１組織）

（四日市市:１組織）

※ その他、河川の保全活動も

支援（６市町（６組織））

藻場、干潟・浅場の保全活動（水産多面的機能発揮対策）
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黒潮大蛇行に関する情報
気象庁による報道発表（令和７年５月）

７年９カ月続いた黒潮大蛇行が終息する兆し

【黒潮大蛇行の終息への期待】

• 藻場の再生による水産資源の回復に期待

【今後の対応】

黒潮大蛇行の終息に期待しつつ

• 黒潮大蛇行が終息し、高水温化が解消す

るか今後も注視していく

• 食害を受けにくいホンダワラ類など南方

系海藻を活用した藻場造成、カゴやネッ

ト(網)を用いた食害対策等の高水温化へ

の対応に継続的に取り組んでいく
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豊かな美しい三重の海づくり調査特別委員
会

⚫ ４．「ブルーカーボンに由来するカーボン
クレジット」に関する取組について

三重県政策企画部企画課

三重県沿岸海域における
漁場づくりについて
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〇 「ゼロエミッションみえ」プロジェクト

温室効果ガスの排出削減や気候変動をリスクとしてだけとらえるのではなく、カーボンニュートラルの動き

をチャンスととらえ、カーボンニュートラルの実現に向けた企業等の積極的な取組を促進することで、県内の

産業・経済の発展につなげることを目的に実施。

プロジェクトの推進に係る方向性を示すため、「ゼロエミッションみえ」プロジェクト推進方針を令和５年

３月に策定。

同推進方針において、プロジェクトの方向性として６つの柱を設定し、部局横断的に取組を進めている。

ＣＯ２吸収源対策を契機とした林業等の活性化

本柱の中で、藻場の保全活動等により創出されるブルーカーボンを含めた三重の自然由来カーボンクレジッ

トの活用推進を図ることとしている。

「ブルーカーボンに由来するカーボンクレジット」に関する取組について①
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〇 ブルーカーボンとは

海藻などの海中の生物に貯留される炭素のこと。

〇 Ｊブルークレジットについて

令和２年度から、ブルーカーボン生態系の保護・育成

プロジェクトを対象とした「Ｊブルークレジット」の発行

（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合が認証する制度）

が始まり、藻場の保全活動により創出された二酸化炭素

吸収量について、保全活動の実施者と二酸化炭素削減を

図る企業・団体等とのクレジット取引が可能となった。

〇 県内の発行団体

令和７年４月５日現在で以下の３つの団体がＪブルー

クレジットを発行し、企業等との取引を行っている。

・特定非営利活動法人ＳＥＡ藻

・鳥羽磯部漁業協同組合

・三重外湾漁業協同組合

「ブルーカーボンに由来するカーボンクレジット」に関する取組について②
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出典：港湾：ブルーカーボン - 国土交通省

https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk6_000069.html


〇 県の取組方向等

「ブルーカーボンに由来するカーボンクレジット」に関する取組について③
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ネットワーキングイベントの様子

Ｊブルークレジット創出者の活動

（ウニ類の駆除活動による藻場維持）

＜令和７年度＞

セミナー等を通じ、ブルーカーボンを含めた

三重の自然由来カーボンクレジットの創出や流

通が増加するよう、普及啓発を図る。

＜令和６年度＞

三重の自然由来カーボンクレジット活用に向けたネットワーキング

イベント（ブルーカーボンのほか、森林由来のカーボンクレジットも

対象にしたイベント）において、県内のＪブルークレジット発行者等が

クレジット活用に関心のある企業等向けにクレジット創出の取組を紹介

する機会を確保。当該イベントはクレジット発行者を含め計49名が参加。



〇 三重の自然由来カーボンクレジット活用推進に向けた連携プラットフォームについて

＜同プラットフォーム参画会員（県を含む17団体）＞

（令和７年４月１日現在 分類ごとに五十音順）

「ブルーカーボンに由来するカーボンクレジット」に関する取組について④
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分類 団体名

カーボンクレジットプロジェクト実施者 大台町、尾鷲市、松阪市

企業・団体 株式会社エスプール、三重県森林組合連合会

金融機関
株式会社三十三銀行、株式会社百五銀行、株式会社みずほ銀行津
支店、北伊勢上野信用金庫、紀北信用金庫、桑名三重信用金庫、
野村證券株式会社津支店

高等教育機関 国立大学法人三重大学

行政機関 紀北町、熊野市、鳥羽市

プラットフォーム設立宣言（令和６年10月11日）

三重の自然由来カーボンクレジット活用推進に向けた普及

啓発、情報発信及び情報共有を行うため、令和６年10月に関

係機関と設置したところであり、参画会員の拡大を図ってい

く。
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